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目的： 

妊娠糖尿病（GDM）を診断妊娠週数ごとに分類した上で、母体（妊婦）の年齢と妊娠糖尿病と
の関連を調査した。 

 

方法： 

72,270 人の妊婦を解析対象者とした。ばく露要因は妊婦の年齢とし、25 歳未満、25-29 歳、
30-34 歳、35 歳-39 歳、40 歳以上に分類した。アウトカムは GDM 罹患の有無とし、妊娠前半
期 GDM（妊娠 24 週未満に診断）と妊娠後半期 GDM（妊娠 24 週以降に診断）に分類した。既
知の GDM リスク因子を調整項目とし、多項ロジスティック回帰分析を用いて妊婦の年齢と
GDM との関連を検討した。 

 

結果： 

妊婦の年齢が高いほど、妊娠前半期 GDM と妊娠後半期 GDM のリスクが高い傾向であった
（P for trend はそれぞれ < 0.0001、< 0.0001）。妊婦の年齢 30-34 歳を基準とした場合、妊娠
前半期 GDM の調整オッズ比（95%信頼区間）は 35-39 歳で 1.399（1.134-1.725）、40 歳以上で
2.494（1.828-3.402）、妊娠後半期 GDM の調整オッズ比（95%信頼区間）は 35-39 歳で 1.603
（1.384-1.857）、40 歳以上で 2.276（1.798-2.881）であった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊婦の年齢が高いほど GDM のリスクが高いことは、先行研究と一致している。本研究は、妊
婦の年齢が高いほど妊娠週数に関わらず GDM のリスクが有意に高い傾向を示した初めての
研究である。周産期管理においては、妊婦の年齢が高いほど、妊娠週数に関わらず GDM の
リスクが高まることに注意が必要であると考えられる。本研究の限界として、経口ブドウ糖負
荷試験の値が得られていないこと、糖尿病の家族歴に関するデータが収集されていないこと
が挙げられる。 

 

結論： 

妊婦の年齢が高いほど、妊娠前半期および妊娠後半期の GDM のリスクが高くなる可能性が
あり、妊娠前半期の GDM と妊婦の年齢との関連は、後半期の GDM と年齢との関連と類似し
ていた。 

 


